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［乙蜜台から大同江を望む］→地図A一① 陵羅島水源地を越して航空
隊基地、その向こうにはガス会社、企業がみえる。(c.1930s) 

［旧市街］→地図A一② 朝鮮人向けの市場や旅館がひしめき、さまざま
な性別、年齢の白衣姿の人びとであふれている。(c.1920-30s) 
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平
壌
朝
鮮
半
島
第
一

テ
ド
ン
ガ
ン

＼

世
紀
、
南
北
に
流
れ
る
大
同
江
の
西
側
に
高

ビ
ョ
ン
ヤ
ン

1
ノ

句
麗
の
首
府
と
し
て
平
壌
城
が
築
造
さ
れ
た
。

平
壌
城
は
、
北
城
、
内
城
、
中
城
、
外
城
か
ら
な
り
、

総
面
積
約

―
二
平
方
キ
ロ
も
あ
る
広
大
な
城
郭
都
市

で
あ
っ
た
。
一
九
―

0
年
の
韓
国
併
合
後
、
平
壌
府
と

改
め
ら
れ
て
、

ニ
―
年
に
は
釜
山
府
を
ぬ
い
て
朝
鮮
半

島
第
二
の
人
口
を
有
す
る
商
工
業
都
市
と
な
っ
た
。

一
の
都
市

しl

地図A 1909年頃の平壌市街図（五島寧「日
本統治下の平壌における街路整備に関する研

究」『土木史研究』14号、 1994年、4頁）

ヨ

P
y
e
o
n
婆
a
n
g

乙
蜜
台
平
壌
は
、
李

氏

朝

鮮
末
期
の
一
八
九
六
年

に
平
安
南
道
の
首
邑
と

さ
れ
、

一
九
一

0
年
の

韓
国
併
合
時
に
は
道
庁

所
在
地
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
た
。
当
時
か
ら

伝
わ
る
平
壌
の
八
景
と

は
、
加
摩
叩
（
モ
ラ
ン

ウ

ル

ミ

ル

デ

プ

ピ

ョ

ン

ヌ

ボ
ン
）
の
乙
蜜
台
、
浮

碧

楼
、
永
明
寺
、
普
通
江
、

大
同
江
、
大
同
門
か
ら
鐘
路
へ
の
道
に
あ
っ
た
池
、
龍

ば
た
ん

岳
山
、
大
同
江
の
馬
灘
と
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
乙
密

台
か
ら
の
景
色
は
す
ば
ら
し
く
、
そ
こ
か
ら
見
え
る

大
同
江
と
と
も
に
、
絵
葉
書
に
は
よ
く
と
り
あ
げ
ら

れ
た
。

一
九
一

三
年
一
月
に
は
、
牡
丹
峰
で
平
壌
神
社

の
鎮
座
式
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
御
神
体
は
天
照
大
神

・

国
魂
大
神
で
あ
る
。
一
九

一
六
年
五
月
に
正
式
に
神
社

と
な
り
、
新
し
い
社
殿
も
一二
六
年
に
建
造
さ
れ
た
。

大
和
町
北
城
、
内
城
は
旧
市
街
と
し
て
朝
鮮
人
の
居
住
区
、

中
城
の
南
側
に
形
成
さ
れ
た
新
市
街
は
日
本
人
の
集

住
区
と
い
っ
た
棲
み
分
け
が
あ
っ
た
。

平
壌
へ
の
日
本
人
の
移
住
は
、
日
清
戦
争
後
に
は

テ

ド
ン
ム
ン

じ
ま
る
。
当
時
の
日
本
人
は
、
大
同
門
附
近
の
城
内

に
一

0
0
名
あ
ま
り
が
住
ん
で
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ

た
が
、
一
九

0
五
年
日
露
戦
争
終
了
後
に
本
格
的
な

移
住
が
始
ま
る
と
、
0
六
年
に
は
そ
の
一
六
倍
以
上

に
膨
れ
上
が
っ
た
。
城
外
に
は
新
市
街
が
形
成
さ
れ
、

こ
こ
に
日
本
人
の
商
店
、
病
院
、
郵
便
局
な
ど
も
で

き
、
上
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。
平
壌
の
植
民

地
行
政
の
中
心
は
、
こ
の
新
市
街
、
と
く
に
大
和
町

に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
平
壌
の
絵
葉
書
に
は
、
し

ば
し
ば
大
和
町
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

一
九
二
二
年
以
降
も
人
口
が
増
え
つ
づ
け
た
た

め
、
第
一
期
市
区
改
正
が
実
施
さ
れ
た
。
平
壌
停
車

場
か
ら
新
市
街
を
縦
貫
し
、
平
壌
神
社
方
面
に
至
る

南
北
方
向
の
連
絡
工
事
が
お
こ
な
わ
れ
、
大
和
町
通
、

朝鮮半島を旅する
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［平壌鉄道ホテル］→Aー③ 地図1922年12月に開業した鉄道局直営ホ
テル。文化施設を完備していた。(c1920-30s)瑞気山公園山麓にあった。

--------------

南
門
通
の

一
部
に
も
舗
装
が
な
さ
れ
た
。
当
時
の
平

壌
は
、
京
城
と
は
違
っ
て
、
道
路
の
ほ
と
ん
ど
が
砂

利
道
で
あ
っ
た
し
、
道
路
幅
は
驚
く
ほ
ど
狭
か
っ
た
。

一
九
二
七
年
か
ら
の
第
二
期
市
区
改
正
事
業
に
よ
っ

て
市
区
中
心
部
の
街
路
網
の
骨
格
は
完
成
す
る
。

鉄
道
ホ
テ
ル

日
露
戦
争
の
と
き
、
軍
用
鉄
道
と
し
て
京
城
と
新

義
州
を
む
す
ぶ
京
義
線
が
敷
設
さ
れ
、
大
同
江
に
架

橋
さ
れ
る
と
、
新
市
街
か
ら
ニ
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
場

所
に
平
壌
停
車
場
が
設
阻
さ
れ
た
。
こ
の
駅
周
辺
に

も
日
本
人
が
集
住
し
、
工
場
や
官
舎
、
兵
営
な
ど
の

建
物
が
集
中
し
た
。

平
壌
駅
か
ら
自
動
車
で
約
五
分
の
と
こ
ろ
に
は
、

鉄
道
局
が

一
九
二
二
年
―

二
月
に
開
業
し
た
平
壌
鉄

平

壌

道
ホ
テ
ル
が
あ
っ
た
。
も
と
の
木
造
旅
館
柳
屋
に
洋

館
を
増
築
し
た
ホ
テ
ル
で
あ
る
。
こ
こ
の
文
化
施
設

は
サ
ロ
ン
と
し
て
も
利
用
さ
れ
た
。

路
面
電
車

新
市
街
と
平
壌
停
車
駅
附
近
と
い
う
二
つ
の
日
本

人
町
が
離
れ
て
い
た
た
め
、
住
民
は
生
活
上
の
不
便

を
訴
え
て
い
た
。
そ
こ
で
一
九

0
五
年
、
平
壌
停
車

場
前
か
ら
大
和
町
を
む
す
ぶ
軌
道
交
通
が
設
置
さ
れ

た
が
、
一

0
年
ほ
ど
で
廃
線
と
な
っ
た
。

つ
ぎ
に
登
場
す
る
の
が
、
平
壌
の
絵
葉
書
に
よ
く

見
ら
れ
る
路
面
電
車
で
あ
る
。
一
九
二
三
年
四
月
に

平
壌
駅
か
ら
新
倉
里
ま
で
複
線
で
は
じ
ま
り
、
当
初

は
定
員
四

0
名
の
車
両
一

0
両
で
運
行
さ
れ
た
。
ま

も
な
く
大
同
江
の
人
道
橋
が
開
通
す
る
と
、
平
壌
郵

便
局
前
か
ら
分
岐
し
て
橋

の
向
こ
う
側
ま
で
の
単
線

を
敷
設
し
た
。
そ
の
後
、

一
九
―
―五
年
、
二
七
年
に

も
新
線
の
敷
設
や
複
線
化

が
お
こ
な
わ
れ
、
大
同
江

対
岸
に
工
業
地
や
航
空
隊

が
設
置
さ
れ
る
と
、
船
橋

里
に
ま
で
拡
張
さ
れ
た
。

一
九
三

0
年
に
は
西
平
壌

駅
ま
で
延
長
さ
れ
て
、
市

街
を
南
北
に
縦
断
し
た
。

一
九
四
五
年
八
月
一
五

日
、
ラ
ジ
オ
か
ら
終
戦
の

勅
諭
が
流
さ
れ
た
日
の

夜
、
平
壌
神
社
は
放
火
に
よ
り
焼
失
し
た
。
そ
の
日
、

い
つ
き
ひ
ら
ゆ
き

の
ち
作
家
と
な
る
五
木
寛
之
(
-
九
三
ニ
ー
）

は
、
平

壌
の
町
に
い
た
。
五
木
は
、
『
運
命
の
足
音
』
(
―

1
0
0
1
―

年
）
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
に
綴
っ
て
い
る
。

戦
争
に
負
け
る
と
い
う
経
験
は
、
私
た
ち
日
本

人
に
と
っ
て
は
、
は
じ
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。

し
か
も
情
け
な
い
こ
と
に
、
い
ま
ま
で
植
民
地

と
し
て
支
配
し
て
い
た
土
地
で
敗
戦
国
の
国
民

に
な
る
こ
と
の
重
い
意
味
が
、
私
た
ち
に
は
ぜ

ん
ぜ
ん
理
解
で
き
な
か
っ
た
の
だ
。
／
要
領
の

い
い
人
た
ち
ゃ
、
政
府
嵩
官
の
家
族
た
ち
が
、

敗
戦
の
直
前
か
ら
大
き
な
荷
物
と
一
緒
に
続
々

と
脱
出
し
つ
つ
あ
る
こ
と
も
ま
っ
た
く
知
ら
な

じ
た
い

か
っ
た
。
私
た
ち
一
般
市
民
は
事
態
に
ど
う

対
処
し
て
い
い
か
わ
か
ら
ぬ
ま
ま
、
政
府
の
指

示
を
ぽ
う
ぜ
ん
と
、
た
だ
待
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。

(

-

三

ー

一

四
頁
）

一
九
四
八
年
九
月
に
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

が
成
立
す
る
と
、
平
壌
は
臨
時
首
都
と
し
て
変
貌
し

て
い
く
（
首
都
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
は
一
九
七
二

年）
。
大
和
町
通
は
勝
利
通
り
と
改
名
し
、
ト
ロ
リ
ー

バ
ス
や
ト
ラ
ム
が
走
っ
て
い
る
。
牡
丹
峰
は
公
園
と

な
り
、
平
壌
神
社
の
跡
地
に
は
牡
丹
峰
劇
場
が
建
て

ら
れ
て
い
る
。
朝
鮮
戦
争
の
際
、
米
軍
に
よ
る
空
爆

の
被
害
は
甚
大
だ
っ
た
が
、
都
市
区
画
、
線
路
、
駅

舎
の
位
置
は
変
わ
っ
て
は
い
な
い
。
（
貴
志
俊
彦
）

（
平
壌
の
写
真
画
像
の
出
典
は
、
京
都
大
学
東
南
ア
ジ
ア
地
域

研
究
研
究
所
グ
ロ
ー
カ
ル
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

「
戦
前
期
東
ア

ジ
ア
絵
は
が
き
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
よ
る
。
）

平壌一―—朝鮮半島第二の都市
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